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著者からのメッセージ 

 米国のサブプライム問題に端を発し，リー

マンショックで頂点に達した世界経済の動揺

は，各国政策当局の懸命な努力によってよう

やく沈静化したが，金融・財政を学ぶものに

とって，今回の経験が残した問題は大きい．

これまで正統とされてきた，伝統的な思考方

法・理論体系に大きな疑問符が付くようにな

ったためである．金融政策の分野では，いわ

ゆる「非伝統的金融措置」なるものをどう考

えるべきかという問題が提起されている．財

政政策の分野では，しばしば「ケインズの復

活」が唱えられているが，それはどういう意

味なのかを改めて考えてみる必要がある．いずれの分野においても，伝統的なパラダイ

ムの転換が求められているわけであるが，今回の経験を踏まえた新たな理論体系の再構

築はどのようにして可能か．本書を貫く問題意識はこのように要約される． 

 このように記すと，何か難しい論文集のような印象を持たれるかもしれないが，本書

は決してそのようなものではない．専門外の読者でも，エッセイ風の本文に散りばめら

れた数々のエピソードを辿って行くうちに，知らず知らずのうちに金融財政論議の最先

端にたどり着いている，そのようになることを願って執筆したつもりである 
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